
 カリキュラム・ツリー

　カリキュラム・ツリー（履修系統図）とは、学生が卒業までに身につけるべき知識や能力を得るため、各授業科目がどのように配置され、関連性があるのかを示しています。  カリキュラム・ツリー

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

 

C1　物質の物理的性質

C2　化学物質の分析

C3　化学物質の性質と反応

C4　生体分子・医薬品の化学に
よる理解

C5　自然が生み出す薬物

C6　生命現象の基礎

C7　人体の成り立ちと生体機能
の調節

C8　生体防御と微生物

D1　健康

D2　環境

E3 薬物治療に役立つ情報

E4 生体内運命

E5 製剤化のサイエンス

　 　

　

5年次 6年次

<必>教養科目

<選>教養科目

<必または選>語学

Ｄ
衛生薬学

Ｅ
医療薬学

E1 薬の作用と体の変化
E2 薬理・病態・薬物治療

F 薬学臨床

専門語学

項 目
1年次 2年次

薬学準備教育

Ａ　基本事項

　

Ｂ　薬学と社会

Ｃ
薬学基礎

3年次 4年次

G 薬学研究

<選>専門科目

＊ 東洋医薬学に特化した科目

自由科目

地域薬学研究

和漢薬物学＊

DP2
基礎ゼミⅠ 基礎ゼミⅡ

グローバル医療人Ⅱ

医薬品研究開発概論
薬毒物代謝学

放射薬品学
法医裁判化学
先端医療概論

医療人 薬剤師倫理

薬学と社会 薬事関連法規Ⅰ 薬事関連法規Ⅱ

臨床英会話医療英語

薬物動態学Ⅰ

製剤学

臨床統計学 医薬品情報学

物理化学Ⅱ
物理化学･分析化学系実習

分析化学Ⅰ

基礎物理化学 物理化学Ⅰ

生薬学 天然物化学
天然物化学系実習

生体分子学Ⅰ 生体分子学Ⅱ

分析化学Ⅲ

有機化学Ⅱ
有機化学Ⅲ

有機化学系実習基礎有機化学
有機化学Ⅰ
無機化学

生化学Ⅱ
細胞生物学

薬理・薬物治療Ⅱ
薬理・薬物治療Ⅲ

生化学Ⅲ
生化学系実習

薬理・薬物治療Ⅰ

公衆衛生学

薬毒物衛生学環境衛生学

微生物学

栄養・食品衛生学

機能形態学Ⅲ

生体防御学
生体防御系実習

機能形態学Ⅰ 機能形態学Ⅱ

薬理・薬物治療Ⅳ
薬理・薬物治療Ⅴ

臨床検査学
薬理系実習

薬理・薬物治療Ⅵ
薬理・薬物治療Ⅶ

薬理・薬物治療Ⅷ
薬理・薬物治療Ⅸ

臨床薬学Ⅰ

DP1

DP8

DP7

DP6

DP4

DP3

高齢者の心理・行動

グローバル医療人Ⅲ 

化学 物理学 生物学
数学 情報リテラシー

物理化学Ⅲ

＜選＞ 英会話Ⅰ・中国語Ⅰ ＜選＞ 英会話Ⅱ・中国語Ⅱ

北陸大学の学び

社会学 哲学 法学(日本国憲法)
心理学 北陸の文化と社会 国際関係論

経済学 社会保障と福祉 スポーツ

英語Ⅰ 英語Ⅳ英語Ⅲ英語Ⅱ

総
合
薬
学
演
習

卒
業
研
究

【薬
科
学
コ
ー
ス
】
【臨
床
薬
学
コ
ー
ス
（東
洋
医
薬
学
分
野
・高
齢
者
医
療
分
野
）】

天然薬物入門＊ 看護学
プロセス化学
香粧品科学

グローバル医療人Ⅰ（中国研修）＊

薬
学
演
習
Ⅰ

臨床薬学Ⅱ
臨床薬学Ⅲ

実務実習事前学習Ⅱ早期体験学習

DP5薬
学
演
習
Ⅱ

病
院
・
薬
局
実
務
実
習

漢方医薬学概論＊

＊

調剤学
実務実習事前学習Ⅰ

生化学Ⅰ

薬学基礎実習

薬物動態学Ⅱ
薬剤系実習

製剤設計学

分析化学Ⅱ
物理化学･分析化学系実習

衛生環境系実習

臨床薬学実習


